
数
導
す
と
は
式
部
白
腕
の
進
歩
未
来
多
笙
で
す
、
今
よ
り
赦
育
家
志
望
の

心

得
、
中
々
用
意
周
到
で
す
。
次
に
御
紹
介
致
し
ま
す
の
は
撰
科
の
方
の
頭
に
毎

日
ッ
ン
ツ
ソ
と
絶
へ
ず
鼻
を
鳴
し
て
模
窯
の
熱
病
家
、
余
等
に
し
て
は
去
っ
た

後
に
、
盤
の
一
俵
も
振
り
た
い
位
の
模
窟
熱
病
、
空
閑
〔
陽
樹
〕
君
で
す
。
此

れ
は
九
州
か
ら
遥
々
慈
し
き
雨
親
兄
弟
に
別
れ
て
、
美
術
學
校
迄
来
た
と
は
賀

に
惑
服
の
外
な
し
だ
、
又
摸
寓
の
御
熱
心
に
は
、
滴
腔
の
同
情
を
表
し
て
よ

い
、
其
れ
で
筆
と
紙
は
手
よ
り
離
し
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
是
を
一
年
の
四
天

王
の
一
人
廣
目
天
と
申
し
ま
す
、
撰
科
の
隅
の
方
に
如
何
に
も
牡
厳
ら
し
く
目

を
細
め
、
パ
チ
パ
チ
し
て
立
つ
て
居
り
ま
す
、
六
角
〔
勘
次
〕
君
も
傍
で
只
今

芳
崖
の
不
動
を
摸
寓
し
て
、
中
々
能
＜
寓
し
て
居
り
ま
す
が
此
廣
目
天
の
御
利

盆
が
十
二
分
半
き
い
た
か
ら
と
思
ひ
ま
す
、
此
誹
は
毎
朝
第
一
早
く
例
の
御
座

に
御
臨
座
ま
し
ま
し
て
、
紙
と
筆
を
一
度
手
に
し
た
ら
最
早
蹄
る
迄
は
、
決
し

て
休
む
こ
と
な
く
、
摸
窯
す
る
許
り
で
す
。
重
に
狩
野
尊
神
の
様
で
常
備
品
は

最
早
大
底
窯
し
切
っ
た
様
で
す
、
此
割
で
四
ヶ
年
本
校
で
や
っ
た
な
ら
、
宋
明

の
御
府
の
賓
聾
よ
り
多
く
な
り
ま
し
や
う
、
九
州
迄
只
人
一
人
行
く
に
十
五
圃

の
費
用
と
聞
く
、
況
ん
や
此
大
神
が
汽
車
の
箱
五
十
輛
に
乗
せ
て
四
ヶ
年
の
後

蹄
る
と
は
費
用
推
計
ら
れ
ま
す
、
此
大
勉
強
誹
の
御
面
相
を
申
し
ま
す
と
、
頭

を
後
か
ら
見
る
と
、
圃
で
田
舎
の
味
噌
玉
の
様
で
す
が
、
前
か
ら
見
る
と
眉
毛

は
。ヒ
ン
と
し
て
、
ぶ
た
の
様
で
、
鼻
は
つ
ん
と
し
て
、
延
び
た
故
か
、
其
高
き

こ
と
ロ
ス
キ
ー
の
様
で
す
、
御
髯
の
生
ひ
具
合
は
、
八
字
の
如
く
、
ピ
ン
と
し

て
公
家
様
風
と
見
え
ま
す
、
頬
は
元
禄
美
人
を
欺
く
様
で
す
、
口
は
何
時
で
も

し
ま
り
な
く
あ
い
て
居
る
所
は
、
確
に
ぽ
た
餅
が
棚
か
ら
落
ち
る
の
を
待
っ
て

居
る
ら
し
い
、
歯
は
白
雪
の
如
く
氷
の
如
し
だ
、
腰
の
邊
に
愛
嬌
が
あ
る
様
に

見
え
る
、
中
々
の
菩
い
子
で
す
が
、
あ
な
可
愛
相
に
は
美
術
家
と
生
れ
た
る
が

不
幸
、
美
術
家
と
し
て
免
れ
難
い
、
い
や
な
相
が
十
五
分
コ
ン
マ
ニ
三
程
何
と

な
く
含
ん
で
お
る
、
然
れ
ど
神
よ
怒
り
給
ふ
な
営
世
の
大
家
と
言
は
る
4
人
も

顔
は
悪
い
人
も
あ
る
ア
ー
メ
ン

、
此
紳
は
入
校
以
来
、
誰
の
霊
で
も
善
き
聾
な

り
と
稲
美
し
た
事
な
い
さ
う
で
す
、
凡
て
博
物
館
に
あ
る
、
應
拳
の
山
水
屏
風

に
就
て
、
寺
崎
〔
広
業
〕
先
生
の
眼
前
に
て
、
先
生
あ
れ
は
サ
ッ
パ
リ
な
っ
て

居
り
ま
せ
ん
ね
と
申
さ
れ
ま
し
た
、
又
芳
崖
さ
ん
の
不
動
も
め
ち
や
め
ち
ゃ
に

や
ら
れ
た
方
だ
、
随
分
御
大
謄
に
お
わ
し
ま
す
、
果
し
て
應
畢
芳
崖
の
作
を
不

出
来
と
見
給
は
ゞ
、
神
よ
今
後
如
何
な
る
も
の
を
聾
き
出
す
か
、
餘
等
に
何
卒

聾
い
て
見
せ
給
へ

、
ア
ー
メ
ン

憔
兵
展
覧
会

①
 

日
露
戦
争
に
際
し
て
日
本
画
科
と
西
洋
画
科
は
憔
兵
献
金
の
た
め
の
展
覧
会

を
開
き
、
収
益
を
陸
軍
伽
兵
部
に
献
金
し
た
。

日
本
画
科
の
展
覧
会
に
つ
い
て
は
『
美
術
新
報
』
第
三
巻
第
三
号
（
明
治
三
十

七
年
四
月
二
十
日
）
に
次
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

0
美
術
學
校
箱
聾
展
覧
會
東
京
美
術
學
校
日
本
霊
科
生
の
催
し
に
か
4

る

位
兵
獣
金
箱
驚
展
覧
會
は
、
去
十
五
日
十
六
日
十
七
日
の
三
日
間
、
同
校
内

〔
校
友
会
倶
楽
部
〕

校
友
倶
楽
部
に
於
て
開
會
さ
れ
し
が
、
川
端
玉
章
、
荒
木
寛
畝
、
寺
崎
廣
業

の
諸
赦
授
を
始
め
學
生
の
新
作
出
陳
せ
ら
れ
、
見
る
可
き
も
の
多
く
盛
會
な

り
し
。
猶
同
會
に
は
参
考
室
を
設
け
、
故
芳
崖
の
山
水
と
不
動
明
王
、
橋
本

雅
邦
氏
の
月
夜
山
水
其
他
玉
章
、
廣
業
、
観
山
、
春
草
、
靭―音
、
武
山
、
神

〔
マ
マ

〕

束
等
諸
氏
の
菩
作
を
陳
列
し
れ
り
。

関

連

事

項
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0
先
逹
日
本
聾
で
開
い
た
憔
兵
展
覧
會
で
は
、
箱
は
が
き
の
店
は
、
い
つ
で

も
黒
山
の
様
に
人
が
集
つ
て
大
繁
昌
の
様
子
で
あ
ッ
た
の
は
餘
所
の
見
る
目

も
う
れ
し
か
っ
た
ョ
（
見
聞
小
僧
）

と
あ
り
、
折
り
か
ら
の
絵
葉
書
プ
ー
ム
の
一
端
が
窺
わ
れ
る
。

西
洋
画
科
は
そ
の
ニ
ヶ
月
後
に
上
野
公
園
旧
五
号
館
で
開
催
し
た
。
『
美
術

新
報
』
第
三
巻
第
六
号
（
明
治
三
十
七
年
六
月
一
日
）
は
こ
れ
を
次
の
よ
う
に
報

じ
て
い
る
。

0
位
兵
箱
聾
展
覧
會
東
京
美
術
學
校
西
洋
霊
科
生
の
催
し
に
か
4

る
位
兵

展
覧
會
は
、
去
一
日
よ
り
七
日
迄
一
週
間
の
豫
定
に
て
、
上
野
公
園
五
琥
館

南
部
に
於
て
開
會
せ
り
。
出
品
は
意
外
に
多
大
と
な
り
、
総
敷
三
百
八
十
餘

貼
、
内
生
徒
出
品
三
百
黙
、
此
他
新
に
生
徒
の
揮
竜
せ
し
綸
端
書
あ
り
、
新

作
品
共
に
即
賣
を
な
し
、
そ
の
牧
盆
及
び
特
別
の
上
り
高
を
併
せ
て
位
兵
費

に
猷
納
す
可
し
と
い
ふ
、
猶
都
合
に
よ
り
て
は
敷
日
延
期
す
可
し
と
の
こ
と

に
て
、
成
蹟
大
に
宜
し
と
い
ふ
。
生
徒
の
作
に
か
4

る
出
品
の
外
、
重
な
る

出
品
左
の
如
し
。

職
員
部

黒
田
清
輝
氏
『
初
め
て
の
寓
生
』
よ
り
、
第
一
年
、
第
二
年
、
第
三
年
等

年
次
を
追
ひ
し
修
作
及
び
今
日
の
作
品
に
至
る
二
十
五
六
貼
の
大
小
作

品
の
陳
列

り
」
の
欄
に
は

な
お
、

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
二
巻
第
七
号
の
「
は
が
ぎ
だ
よ

0
西
洋
聾
科
位
兵
展
翌
會
記
事

コ

ラ

ン

氏

風
景
聾
稿
五
貼

参
考
品
（
美
術
學
校
蔵
）

松

岡

壽

氏

婦

人

浅

井

忠

氏

牧

穫

原
田
直
二
郎
氏
肖
像
二
黙

高

橋

鮭

ホ

ン

タ

子

ジ

ー

氏

ウ
ヰ
ッ
ツ
マ
ソ
氏

風
景
二
黙

こ
れ
に
よ
る
と
西
洋
画
科
も
絵
葉
書
を
出
品
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
な
お
、

こ
ち
ら
の
場
合
は
珍
し
く
几
張
面
に
展
覧
会
日
誌
を
作
成
し
、

『
東
京
美
術
学

校
校
友
会
月
報
』
第
二
巻
第
九
号
に
次
の
よ
う
に
掲
載
し
て
い
る
。

今
や
日
露
平
和
破
れ
て
、
干
文
滴
洲
の
野
に
相
交
は
る
此
時
に
嘗
り
、
吾
西

洋
壷
科
諸
同
人
相
諮
り
、
妓
に
悼
兵
展
覧
會
を
開
催
し
、
資
を
集
め
て
以
て

聯
か
出
征
同
胞
の
努
を
慰
せ
ん
と
欲
し
、
正
木
校
長
を
會
頭
に
戴
き
、
黒
田

〔
清
輝
〕
、
岡
田
〔
三
郎
助
〕
、
中
村
〔
勝
治
郎
〕
諸
先
生
の
盛
力
を
以
て
、

六
月
一
日
よ
り
十
二
日
迄
上
野
公
園
五
琥
館
に
於
て
第
一
次
展
覧
會
を
開
會

和
田
藤
島
小
林

由
一
氏

萬
吾
氏

武
二
氏

風
景
二
黙

油
箱
水
彩
六
黙

久
米
桂
一
郎
氏

岡
田
三
郎
助
氏

英
作
氏

J

だ
ま
等

風
景
其
他
凡
て
九
貼

婿
人
肖
像
、
老
人
等
六
黙
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二
日

す
、
記
事
左
の
如
し
。

五
月
三
十
日
開
場
、
準
備
に
忙
は
し
く
プ
ラ
ソ
を
劃
し
、
出
品
物
を
搬
入

す
、
宿
直
丸
野
〔
豊
〕
野
田
〔
昇
乎
〕
雨
氏

三
十
一
日
學
校
よ
り
借
用
品
左
の
通

椅
子
十
生
徒
用
腰
掛
五
園
椅
子
二
十
テ
ー
プ
ル
大
小
各
一
テ

ー

プ
ル
掛
一
生
徒
用
食
卓
二
土
瓶
大
小
各
二
柄
子
一
茶
碗
二
十

手

桶

一

大

薬

鍾

一

煙

草

盆

五

盆

六

バ

ケ

ッ

ト

ニ

準
備
に
忙
は
し
く
八
時
頃
迄
夜
業
す
。
岡
田
先
生
よ
り
菓
子
一
折
恵
投
、

一

同
の
傍
を
慰
せ
ら
る
。
宿
直
丸
野
山
下
兼
〔
兼
秀
〕
雨
氏
。

六
月
一
日

午
前
六
時
頃
よ
り
、
昨
日
の
餘
事
を
な
す
。
橋
口
〔
清

・
五
葉
〕

〔
マ
マ

〕

氏
表
口
装
飾
に
、
丸
野
氏
廣
告
揮
奎
に
盛
力
す
。
學
校
よ
り
デ
ー
ブ
ル
ニ
、

布
片
一

、
角
椅
子
十
を
借
用
、
黒
田
先
生
よ
り
菓
子
鉢
三
、
中
村
先
生
よ
り

同
一

、
脇
坂
〔
安
之
〕
氏
よ
り
手
提
金
庫
を
借
用
す。

正
午
頃
漸
く
開
會
、
入
場
券
百
一
枚
、
特
別
券
即
賣
十
枚
、
下
足
料
壼
園
参

拾
参
錢
、
山
下
新
〔
新
太
郎
〕
、
兒
島
〔
虎
次
郎
〕
雨
氏
の
油
綸
板
賣
約
演
と

な
る
。

此
日
入
金
高
九
拾
四
圃
な
り
。

黒
田
先
生
よ
り
菓
子
一

折
を
恵
投
、
委
員
一
同
を
慰
努
せ
ら
る
、
宿
直
丸
野

薄
〔
拙
太
郎
〕
雨
氏
。
黒
田
、
岡
田
、
和
田
〔
英
作
〕
、
藤
島
〔
武
二
〕
、
長

原
〔
孝
太
郎
〕
、
中
村
諸
先
生
来
會
せ
ら
る
。

藤
島
、
長
原
、
中
村
先
生
来
ら
る
、
開
會
延
期
の
件
を
中
村
先
生
に

依
頼
す
。
此
日
特
別
券
百
九
枚
、
普
通
券
百
二
十
枚
、
下
足
料
壼
園
七
拾
六

錢
五
厘
、
西
〔
三
雄
〕
櫛
田
〔
利
雄
〕
雨
氏
の
油
箱
板
賣
約
猜
と
な
る
。
箱

葉
書
賣
高
九
園
戴
錢
餘
な
り
、
丸
野
氏
氣
分
勝
れ
ず
、
會
の
為
め
遂
に
倒

る
、
野
田
氏
に
托
し
て
百
五
拾
園
を
銀
行
へ
預
く
、
下
谷
警
察
署
よ
り
警
部

束
る
、
此
日
宿
直
薄
辻
〔
永
〕
雨
氏
。

三
日
八
時
前
狂
人
場
内
に
飛
込
み
、
大
に
胤
暴
を
働
く
、
遂
に
交
番
の
査

〔
ビ
〕

公
に
引
渡
す
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
罐
二
、
腰
掛
一
を
損
害
せ
ら
れ
た
り
。
ビ
ス
ケ

ッ
ト
を
食
ふ
こ
と
大
約
十
敷
個
。
趣
意
書
を
作
り
、
切
符
賣
場
に
掲
出
す
、

全
文
如
左
。

吾
曹
日
々
自
然
の
慰
籍
に
浴
し
て
丹
宵
の
技
に
専
な
る
を
得
る
は
、

一
方

人
生
の
惨
事
た
る
砲
畑
場
裡
に
鮮
血
を
照
い
で
、
平
和
の
為
め
に
戦
ふ
同

胞
あ
る
が
為
め
な
り
。
吾
曹
亦
誹
洲
の
生
民
登
此
苦
境
に
立
て
る
を
袖
手

傍
親
す
る
も
の
な
ら
ん
。
然
り
と
雖
、
吾
曹
筆
を
郷
て
、
戒
野
の

こ
と
に

従
ふ
は
、
其
本
分
と
す
る
慮
に
非
す
絃
に
於
て
か
我
同
人
相
諮
つ
て
斯
會

を
開
催
し
、
廣
く
江
湖
の
同
情
に
訴
へ

、
位
兵
の
資
を
集
め
、
以
て
聯
か

出
征
の
労
を
慰
せ
ん
と
す
。
希
く
は
諸
士
来
り
て
、
敷
時
の
消
観
と
共

に
、
併
せ
て
悼
兵
の
畢
に
賛
加
せ
ら
れ
ん
事
を
。

午
前
外
國
人
新
聞
記
者
観
覧
に
来
り
紺
葉
書
七
圃
餘
を
購
求
せ
り
、
午
後
會

員
全
儒
の
穂
代
と
し
て
、
山
下
兼
橋
口
雨
氏
丸
野
氏
を
訪
問
す
、
梢
軽
快
に

趣
け
る
由
。

特
別
券
八
十

一
、
普
通
券
三
百
六
十
一
枚
、
霊
葉
書
代
拾
八
圃
戴
拾
四
錢
、

穂
入
金
高
四
拾
七
圃
九
拾
九
錢
参
厘
、
参
拾
園
を
銀
行
に
預
金
す
、
宿
直
山

下
兼
川
北

〔
元
英
〕
江
南
〔
武
雄
〕
―
―
―
氏
゜

四
日
會
計
係
金
爪
拾
園
を
銀
行
に
預
く
、

一
昨
日
来
會
期
延
期
の
件
に
就

〔
太
〕

き
、
園
聾
會
員
高
橋
大
華
、
撰
書
奨
動
會
幹
事
山
腰
利
道
雨
氏
に
交
渉
の
事

を
中
村
先
生
に
依
頼
一
任
し
た
る
が
、
本
日
先
生
の
手
を
以
て
、
博
物
館
に

延
期
願
を
差
出
し
許
可
を
得
た
り
同
時
に
四
日
間
延
期
の
會
場
料
金
賦
園

を
納
附
す
。
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延
期
願

目
下
五
琥
館
南
部
に
於
テ
開
會
致
居
候
東
京
美
術
學
校
西
洋
聾
科
位
兵
展

覧
會
の
儀
来
六
月
十
二
日
迄
延
期
仕
候
に
付
御
許
可
相
成
度
同
月
九
日
以

後
は
國
霊
會
展
覧
開
設
願
滴
の
期
間
に
付
代
表
者
連
署
を
以
て
願
上
候
也

六

月

四

日

位

兵

展

覧

會

代

表

者

中

村

勝

治

郎

國

甕

會

代

表

者

尾

竹

竹

波

延
期
の
事
を
警
察
署
へ
届
出
で
た
り
。

延
期
届

目
下
上
野
公
園
五
琥
館
南
部
に
於
て
開
會
中
の
位
兵
展
覧
會
来
六
月
十
四

日
迄
延
期
致
候
に
付
此
段
御
届
申
候

六
月
四
日

積
りビ
ス
ケ
ッ
ト
罐
二
個

殿

悼
兵
展
覧
會
代
表
者

三
十
八
錢
宛

委
員
一
同

中
村
勝
治
郎

下
谷
警
察
署
長

公
圏
内
立
札
廣
告
に
延
期
の
旨
を
添
へ

、
尚
斯
會
開
催
の
旨
と
、
特
別
券
を

送
附
し
た
る
新
聞
社
に
延
期
の
事
を
通
告
す
。

拝
啓
先
般
書
面
に
て
申
進
候
通
目
下
上
野
公
國
五
琥
館
に
於
て
開
設
中
の

東
京
美
術
學
校
西
洋
聾
科
位
兵
展
覧
會
の
儀
来
六
月
十
二
日
迄
延
期
可
致

候
間
乍
御
面
倒
此
旨
御
紙
上
に
て
御
紹
介
被
下
度
願
上
候

位
兵
展
覧
會

各
新
聞
社
宛

昨
日
狂
者
胤
入
の
損
害
賠
償
の
件
に
つ
き
、
下
谷
警
察
署
へ
行
く
、
警
部

曰
、
此
問
題
は
既
に
刑
法
上
の
も
の
に
非
ず
、
民
法
上
の
問
題
な
り
、
賠
償

を
笙
ま
ば
宜
し
く
幅
裁
判
所
に
趣
く
べ
し
と
、
一
先
ず
蹄
る
。
損
害
賠
償
見

青
木
繁
氏
へ
葉
書
を
以
て
出
品
物
の
賣
品
か
非
賣
品
な
る
か
、
及
其

債
格
等
を
問
合
す
。
平
井
〔
武
男
〕
氏
親
戚
よ
り
特
別
室
備
の
草
花

一
籠
寄

廂
さ
る
。
入
場
者
特
別
券
三
百
八
十
餘
、
普
通
券
四
百
餘
、
下
足
料
五
薗
六

拾
錢
餘
、
箱
葉
書
戴
拾
圃
餘
、
丸
野
氏
油
箱
二
枚
、
兒
島
氏
油
箱
一
枚
、
龍

田
〔
精
三〕

氏
油
綸
一
枚
賣
約
済
。
穂
牧
八
百
煎
圃
六
拾
九
錢

爪

厘

宿

直

太
田
〔
喜
二
郎
〕
薄
雨
氏
。

六
日
黒
田
先
生
よ
り
営
日
出
席
者
一
同
へ
菓
子
一
折
恵
投
せ
ら
る
。
浅
草

第
一
高
等
女
學
校
職
員
生
徒
よ
り
、
代
表
者
数
諭
渥
美
鋭
太
郎
氏
を
以
て
、

無
料
観
覧
を
乞
ふ
承
諾
す
。
入
場
者
特
別
券
三
十
六
枚
、
普
通
券
二
十
三

枚
、
下
足
料
八
拾
錢
五
厘
、
箱
葉
書
壼
圃
七
拾
戴
錢
五
厘
、
宿

直

西

薄

雨

氏
。

軍
人
観
覧
者
多
し
。

山
下
新
〔
新
太
郎
〕
辻
雨
氏
會
員
一
同
を
代
表

し
て
丸
野
氏
の
病
状
を
訪
問
す
、
入
場
者
普
通
券
八
十
一
枚
、
特
別
券
百
五

十
四
枚
、
下
足
料
煎
圃
九
錢
、
綸
葉
書
九
薗
戴
拾
五
錢
、
油
箱
岩
鼻
〔正
修
〕

氏
板
賣
約
済
と
な
る
。
夕
刻
閉
場
間
際
に
束
り
た
る
観
覧
者
一
組
、
榎
本

〔
彦
〕
氏
油
箱
を
賣
約
す
。
豊
多
摩
郡
千
駄
ヶ
谷
村
三
百
八
十
四
番
地
徳
川

男
爵
家
な
り
。
宿
直
薄
森
田
〔
亀
之
輔
〕
雨
氏
。

山
本
森
之
助
氏
へ
、
出
品
油
箱
海
圏
に
就
き
賣
約
の
可
否
及
其
代
債

八
日

七
日

五
日 腰

掛

修

繕

代

五

十

錢

位

學
校
よ
り
テ
ー
プ
ル
ニ
椅
子
十
五
を
借
用
す
。

〔
太〕

黒
田
先
生
来
ら
る
。
岸
畑
〔
久
吉
〕
氏
延
期
の
件
に
付
、
敷
次
高
橋
大
華
氏

方
へ
往
復
す
、
妓
に
其
労
を
謝
す
。
此
日
特
別
券
賣
高
十
九
枚
、
普
通
券
二

百
三
十
九
枚
、
下
足
料
参
園
参
錢
壼
厘
、
絢
葉
書
拾
七
圃
拾
七
錢
五
厘
、
油

綸
八
琥
小
林
鐘
吉
氏
筆
賣
約
演
と
な
る
。
宿
直
薄
拙
太
郎
西
一
一
一
雄
雨
氏
。
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等
問
合
せ
の
た
め
葉
書
を
出
す
、
過
日
束
観
の
第
一
高
等
女
學
校
生
徒
有
志

よ
り
金
爪
圃
寄
附
さ
れ
た
り
。
岡
田
先
生
来
ら
る
。
入
場
者
特
別
券
六
拾

錢
、
普
通
券
四
圃
賦
拾
五
錢
、
下
足
料
八
拾
八
錢
、
綸
葉
書
参
圃
九
拾
煎

錢
、
練
牧
入
拾
四
圃
六
拾
五
錢
、
宿
直
佐
藤
〔
勉
〕
久
萬
〔
盛
幸
〕
雨
氏
。

九
日
午
前
十
時
、
市
立
忍
岡
小
學
校
訓
導
永
田
奥
作
氏
来
り
、
高
等
科
生

徒
の
無
料
観
覧
を
乞
ふ
、
許
可
の
上
男
女
生
徒
百
二
十
名
を
入
覧
せ
し
む
。

大
給
〔
近
清
〕
氏
よ
り
一
同
へ
盛
煎
餅
一
袋
を
送
ら
せ
る
。
昨
日
金
戴
園
を

寄
送
し
た
る
第
一
高
等
女
學
校
有
志
者
へ
稜
状
を
出
す
べ
く
督
促
さ
れ
て
出

す
。
入
場
者
特
別
券
十
九
枚
、
普
通
券
四
園
戴
拾
錢
、
下
足
料
八
拾
五
錢
五

厘
、
箱
葉
書
四
圃
七
拾
錢
五
厘
、
宿
直
松
林
〔
千
里
〕

川
北
雨
氏
。

十
日
丸
野
氏
全
快
出
席
。
入
場
者
普
通
券
四
圃
戴
拾
五
錢
、
綸
葉
書
参
圃

参
拾
九
錢
、
下
足
料
八
拾
七
錢
、
穂
牧
入
九
園
七
拾
壼
錢
な
り
。
宿
直
野
田

久
萬
雨
氏
。

十
一
日
入
場
者
特
別
券
五
枚
、
普
通
券
七
十
三
枚
、
下
足
料
九
拾
戴
錢
五

厘
、
給
葉
書
五
園
四
拾
参
錢
な
り
。

明
後
十
三
日
會
場
取
片
附
け
の
為
め
、
磯
谷
〔
額
縁
店
〕
に
書
面
を
出
す

事
を
中
村
先
生
に
依
頼
す
。
宿
直
薄
兒
島
雨
氏
。

十
二
日
午
後
五
時
閉
會

黒
田
先
生
よ
り
、
一
同
に
菓
子
一
折
を
恵
投
せ

ら
る
、
入
場
者
特
別
券
百
十
五
枚
普
通
券
百
一
枚
、
下
足
料
壼
薗
八
拾
九
錢

五
厘
、
綸
葉
書
六
圃
九
拾
九
錢
、
油
鎗
拾
圃
な
り
。
籍
葉
書
出
品
者
及
油
霊

に
て
自
己
所
有
額
縁
に
入
れ
た
る
も
の
は
各
自
持
蹄
れ
り
。

十
三
日
委
員
一
同
會
場
取
片
附
け
、
出
品
聾
運
搬
に
盪
力
せ
り
。

以
上
記
事
の
如
く
、
黒
田
、
岡
田
、
中
村
、
及
其
他
諸
先
生
委
員
一
同
の
霊

力
を
以
て
、
意
外
の
好
成
績
を
得
。
無
事
閉
會
し
た
る
は
、
西
洋
聾
科
一
同

の
深
く
欣
ぶ
慮
な
り
。

こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
教
官
、
在
校
生
の
み
な
ら
ず
卒
業
生
も
応
援
出
品
し
た

こ
と
が
わ
か
る
。
同
誌
第
二
巻
第
九
号
に
は
同
年
七
月
七
日
、
収
益
三
五
二
円

七

0
銭
を
献
納
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

白
井
雨
山
帰
国

明
治
三
十
七
年
二
月
二
十
六
日
、
白
井
雨
山
が
帰
国
し
た
。
雨
山
は
パ
リ
に

滞
在
し
、
ま
た
、
イ

タ
リ
ア
、
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
、
ロ

ン
ド
ン
等
へ
も
旅
行

し
、
彫
刻
の
技
法
や
教
育
方
法
を
研
究
し
た
。
パ
リ
で
は
カ
ル
チ
ェ
・
ラ
タ
ン

の
ホ
テ
ル
、
ス
ー
フ
ロ
ー
に
中
村
不
折
、
和
田
英
作
、
下
田
次
郎
ら
と
同
宿
し

て
い
た
（
下
田
次
郎
「
旧
友
白
井
雨
山
君
を
憶
ふ
」

『
雨
山
先
生
遺
作
集
』
昭
和
四
年
）
。

留
学
中
の
雨
山
の
消
息
は
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
一
巻
第
二
号
、

第
十
号
の
通
信
欄
に
一
部
分
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

『
美
術
新
報
』
な
ど
に
も

多
少
の
記
事
が
載
っ
て
い
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る
。
た
だ
、
『
美
術
新
報
』

第
一
巻
第
六
号
（
明
治
三
十
五
年
六
月
五
日
）
に
「
白
井
保
次
郎
氏
は
目
下
ア
ン

ジ
ャ
ル
ベ
ー
氏
の
ア
ト
リ
エ
に
通
学
な
し
居
る
由
」
と
い
う
注
目
す
べ
き
記
事

が
あ
り
、
こ
れ
は
同
誌
第
一
巻
第
十
三
号
（
同
年
九
月
二
十
日
）
所
載
久
米
桂
一

郎
著
「
仏
国
現
代
の
美
術
囚
」
に
「
十
七
世
紀
に
於
け
る
ヴ
ェ
ル
サ
イ
ュ
技
法

の
潤
濶
豪
華
な
る
装
飾
構
図
の
意
を
採
ら
ん
と
す
る
も
の
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ

て
い
る
ア
ン
ジ
ャ
ル
ベ
ー
ル
(
I
n
j
a
l
b
e
r
t
)

に
雨
山
が
師
事
し
た
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
ま
た
、
同
誌
第
三
巻
第
十
四
、
十
五
号
（
明
治
三
十
七
年
十
月
五
、
十
日
）

に
は
東
京
彫
工
会
に
於
け
る
雨
山
の
帰
国
講
演
の
記
事
が
載
っ
て
お
り
、
そ
の

中
で
雨
山
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
於
け
る
彫
刻
の
需
用
の
盛
ん
な
こ
と
や
奨
励
法
が

② 
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